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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】 

 平成19年６月28日に提出いたしました第39期（自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日）有価証券報告書の記載事項の一

部に訂正（記載不備における追加）を要する箇所がありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出する

ものであります。 

  

２【訂正事項】 

第一部 企業情報 

第４ 提出会社の状況 

３ 配当政策 

  

３【訂正箇所】 

 訂正箇所は  を付して表示しております。 

  

第一部【企業情報】 
  

第４【提出会社の状況】 
  

３【配当政策】 

（訂正前） 

 利益配分につきましては、株主への利益還元を経営の重要課題と位置付けると共に、当社グループの基礎体力と財務体質の強

化を第一義とし、安定した配当を行うことを基本方針としております。 

 また、期末配当の年１回の剰余金の配当を行うことを基本方針としております。 

 この基本方針に基づきまして、当期は１株当たり10円の配当を実施することといたしました。 

 この結果、第39期の配当性向は16.8％となっております。 

 内部留保資金につきましては、今後の研究開発投資や設備投資及び財務体質の強化に活用して事業の拡大に努めてまいりま

す。 

 当社は、会社法第459条第１項の規定に基づき、取締役会の決議をもって剰余金の配当等を行うことができる旨を定款に定めて

おります。 

 なお、当期の剰余金の配当は次の通りであります。 

  

 

  決議年月日
配当金の総額
（千円） 

１株当たり配当額 
（円） 

  

  
平成19年５月24日 
取締役会決議 

63,522 10 



（訂正後） 

 利益配分につきましては、株主への利益還元を経営の重要課題と位置付けると共に、当社グループの基礎体力と財務体質の強

化を第一義とし、安定した配当を行うことを基本方針としております。 

 また、当社は中間配当を行うことができる旨を定款に定めておりますが、期末配当の年１回の剰余金の配当を行うことを基本

方針としております。 

 この基本方針に基づきまして、当期は１株当たり10円の配当を実施することといたしました。 

 この結果、第39期の配当性向は16.8％となっております。 

 内部留保資金につきましては、今後の研究開発投資や設備投資及び財務体質の強化に活用して事業の拡大に努めてまいりま

す。 

 当社は、会社法第459条第１項の規定に基づき、取締役会の決議をもって剰余金の配当等を行うことができる旨を定款に定めて

おります。 

 なお、当期の剰余金の配当は次の通りであります。 

  

  決議年月日
配当金の総額
（千円） 

１株当たり配当額 
（円） 

  

  
平成19年５月24日 
取締役会決議 

63,522 10 
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